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原価計算・管理会計学領域における 
SDGsの取り扱いの展望

－テキストマイニングを用いたSSRN掲載の最新学術研究論文の動向調査－

小泉 友香

要　旨
　本稿では、原価計算・管理会計学領域の学術研究におけるSDGsへの取り組みの動向を把握する

ことを目的とし、論文データベース（SSRN: Social Science Research Network）に掲載された近

時の学術論文を対象として、テキストマイニングの手法を用いて選択・分析し、海外の会計学者に

より提唱されている近時の重要論点・テーマを探りだしたものである。

　その結果、（A）気候リスク、環境の維持、企業の社会的責任等の一般論（テーマを特徴づけるキー

ワード：climate、environment、sustain、CSR/CSRD、NFR/NFRD、ESG）、（B）1997年設立の

GRIが提唱する持続可能性報告・開示ガイドライン関係（同、GRI/Global Reporting Initiatives）、 

（C）生産過程の品質管理、ムダ・ムラ・ムリの把握と極小化（同、ISO、TQC、TQM、waste、 

recycle、byproduct）、（D）企業経営と社会倫理、役職員の評価・査定、報酬の関係（同、moral、 

ethic、incentive）、（E）SDGs推進に求められる企業内部の組織論からの考察（同、organizational、 

resilient（ce））、の5つのテーマを同定すると共に、そこに至るまでの判断・分析プロセスを示した。

　本稿で呈示した手法により、外部環境の変化に伴うアップデートが可能となろう。さらにこの手

法は会計学領域に限定されるものではなく、他領域においても、諸外国で近時積極的に論じられて

いるテーマの追跡可能性を維持した形で探求・同定することが可能となると思われる。

キーワード：原価計算、管理会計学、SDGs、テキストマイニング

Ⅰ．はじめに
　G7広島サミット（2023年5月）において、G7首脳は「我々は、SDGs達成に向けた進捗の後退を

反転させるために、主導的な役割を果たすことを決意する。我々は、2023年がSDGs達成に向けた

折り返し地点であることを認識しつつ、９月のSDGサミットの重要性を強調し、成功に向け野心的

に貢献する。」と明言した。勿論、持続可能な開発目標（以下、SDGs）の達成の重要性については

誰も異議を唱えない。だが、大学等の高等教育機関の研究・教育活動において我々がSDGsにどの

ように具体的に取り組むかについては、未だコンセンサスを得ているとはいいがたい。

　この点、会計学領域、特に原価計算・管理会計学においては、持続可能な消費と生産に向けての

目標12「つくる責任 つかう責任」の達成を支える理論的枠組みを整え、例えば、その生産工程で

廃棄物等（仕損、減損等）の発生状況を正確に測定できるシステムを構築し、企業が継続的にコス
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トを正確に把握し、SDGsの達成に向けた適切な経営判断を行うための仕組みが必要と言える。具

体的には、目標12の中の「ターゲット12.5」は、2030年までに予防、削減、リサイクル、再利用を

通じて廃棄物の発生を大幅に削減するとし、「ターゲット12.6」は、企業、特に大企業や多国籍企

業が、持続可能な慣行を採用し、持続可能性情報を報告サイクルに組み込むことを奨励するとして

いる。これらの達成に向けて会計学領域への期待は大きく、これは原価計算・管理会計学の分野に

も該当すると言えよう。

　他方、研究活動としては近年数多くのSDGsに関連する学術論文が発表されているが、それらの

大学学部レベルの教育現場への導入は未だ試行錯誤の段階にあり、両者の間にはギャップがあると

言えよう。

　そこで本研究においては、第一研究として、会計学（特に原価計算・管理会計学領域）の学術研

究においてSDGsがどのように取り扱かわれているかその動向を把握することを目的とし、その分

析対象として新進研究者の論文が多く見られるとされる論文データベース（SSRN:Social Science 

Research Network）に掲載された近時の学術論文を、テキストマイニングの手法を用いて分析し、

今後会計学領域で主流となる可能性がある理論的テーマの探りだしを試みる。（そのようにして見

出された理論的テーマが諸外国の教育現場でどのように導入されているかの調査は、本研究に続く

第二研究（小泉2023）１として発表済みである。）

Ⅱ．先行研究
　既述の通りSDGsに象徴される環境問題は会計学の領域で広く研究発表されている。例えば、岡

（2019）では、「SDGs」への直接の言及は見当たらないものの、これまでの全体最適の範囲を地球

全体へと拡張する必要があり、持続可能な経営に資する環境管理会計手法として、フルコスト会計・

自然資本会計の重要性についての展望が記されている。さらに、岡・呉（2021）では、従来の企業

会計に未来情報である自然資本や社会的費用を対象とした新たなサステナビリティ会計の必要につ

いて検討している。

　これらの論点は会計学の中の「環境会計学」領域の研究者により精力的に展開され、以前には原

価計算・管理会計学の研究者の間でも「マテリアルフロー会計」の伝統的な原価計算・管理会計学

領域への導入可能性についての考察はあったものの（片岡・小泉2003）、諸般の事情により「マテ

リアルフロー会計」は主として環境会計学の専門家により取り扱われるにとどまっているとの感が

ある。

　尚、分析方法としてのテキストマイニングの利用については、2007-2008年あたりから会計学領

域全般において少なからず見られる。（中野・橋本・清水（2008）、記虎（2009a、2009b）、澤登（2010、

2015）等）

　近時の例を挙げるに、財務会計の領域においては、矢澤（2020；2021）、矢澤ほか（2020a、

2020b、2021、2022）、加藤・五島（2020）は、有価証券報告書や決算短信等の制度開示情報を対

象にテキストマイニングを施しており、さらに、近藤・石光（2020）は、有価証券報告書の分析に
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テキストマイニングを適用した先行研究（2006年から2022年までの56本）を広く収集し、研究の目

的や分析項目・単位、手法などの観点から整理することによって、テキストマイニング適用の意義

と課題について検討している。原価計算の領域では、趙（2016）は、原価企画の定義について、テ

キストマイニングを用いてその基本モデルを提示している。管理会計の領域では、原（2014）は、

組織間管理会計とサプライチェーン・マネジメント（SCM）の両分野についてテキストマイニン

グを施し、管理会計の主要なテーマを明らかにし、また、手嶋・金川（2022a）は、英国会計ジャー

ナル誌MARに掲載された論文のタイトルを対象としたテキストマイニングにより英国での管理会

計研究の動向を探り、さらに、手嶋・金川（2022b）は、日本国内の主要会計ジャーナル７誌の論

文のタイトルを対象にしたテキストマイニングを施している。

　このように、会計学の領域においてもテキストマイニングにより対象資料を分析する研究手法は

広く受け入れられてきているところ、テキストマイニングは数多い分析ツールの一つであり、それ

により浮上した事実や傾向をどのように利用・解釈するかについては研究者の間にも差があると言

えよう。

　尚、会計学領域において「SDGs」と「テキストマイニング」をキーワードとしてCiNiiとJ-Stage

で検索したところ、2023年3月末時点でいずれも該当がなかった。これだけでもってテキストマイ

ニングの利用が未だ低水準にあるとは言えないものの、少なくともSDGsに関する会計学研究領域

におけるテキストマイニングの利用は、いまだ発展途中にあると言えよう。

Ⅲ．分析対象および研究方法
　本研究は海外文献を対象とした主として定性的調査であり、その遂行にあたってはテキストマイ

ニング等の手法により、判断基準の可視化を図り、客観性・透明性・再現性を確保できるように努

めた。

1．分析対象となる学術論文データベースの選定

　本研究では最新の研究動向を探ることが重要であり、研究の早期段階の成果が配信されている観

点から、オープン・アクセスのオンライン・プレプリント・コミュニティとして知られる社会科学

研究ネットワーク（SSRN）をデータ・ソースとして採用した。プレプリントで発表されたものが

後に内容が変更となる可能性については、SSRNに特定した調査ではないものの、2つの異なるプ

レプリント論文と最終出版物の比較研究を行った結果、科学論文の本文はプレプリント版と最終出

版版の間でほとんど変化していないことが判明したとする研究結果がある（尾城、2021）。

　また、本研究においては、論文の中で主張される見解の是非を吟味するものではなく、むしろ、

どのような学術的なテーマについての主張がなされているかを探索することから、プレプリントの

論文においても、研究者の興味と関心が十分に表れているはずと思料した。さらに、最終版の公開

までには相当期間の時間的遅れが生じることが考えられ、そのような遅延がないプレプリント論文

は最新動向の探索を志向する本研究では有益と考えられた。

　SSRNには調査開始時点（2022年5月29日）で34,371名の著者による41,453件の会計学領域の論文
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が収められており、この中から2019年から2022年5月29日までの直近の3年間で掲載された会計学領

域におけるSDGsに関する英文研究論文を選択の対象とした。ここで3年間としたのは、最新動向を

探りたいという筆者の意図に基づく。

2．キーワードの選定と分析対象論文の選択

　本研究では、論文の表題だけでなく、表題を含めた論文全文を分析の対象とする。このため、分

析作業の対象となる論文の絞り込みを複数の段階を経て行った。以下そのプロセスの概要を示す。

2.1　当初想定していたキーワードでの検索（Step 1）

　本研究の作業開始前は、scrap（作業屑）、spoilage（仕損）、waste（減損）、rework（作業屑）、

byproduct（副産物）等の原価計算領域のキーワードの利用を想定していたが、これらで直近３年

間の論文を検索したところ、作業屑（scrap）については37件の該当があったものの（グループA）、

これ以外については期待していたようなヒットが見られなかった。

　下記の図表1は、上記のプロセスの作業記録の一部である。なお、本論文の全図表は、著者が作

成したものであり、引用はない。

　上記を補足説明するに、例えば「byproduct」単体で検査すると90件のヒットがあったが、

「byproduct」と「SDG」あるいは「ESG」のセットで検索すると該当がなかったのは、筆者にとっ

ては意外であった。また、「byproduct」等の生産工程で発生する項目をキーワードとして検索し

たにも関わらず、製造過程を重視するいわゆる「マテリアルフローコスト会計」へのつながりが出

てこなかったのも意外であった。

図表1　SSRN検索キーワードによる検索作業（一部）
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2.2　追加キーワードでの検索とグループの組成（Step 2）

　研究継続の観点から、当初想定のキーワードに加えて、SDGsについての市販の書籍を参考にし

て２、会計領域との結びつきが強いと考えらえる用語を追加キーワードとして選定し、後に行うテ

キストマイニング処理作業の便宜の観点から、キーワード毎にヒットした論文数が20から50論文程

度のグループの形成を目指した。この追加キーワードの選択に際して筆者の主観が影響したことは

否定しない。

　若干の試行錯誤を経て、グループA（キーワード「scrap」）、グループB（同「SDGs」）、グルー

プC（同「ISO14001」）、グループD（同「ISO9001」）、グループE（同「ISO260000」）、グループF（同

「TQM」）、グループG（同「CSR」）からなる７グループ、合計214件の論文が抽出された。（図表

２～４参照）

図表2　作業記録例①

図表3　作業記録例②
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　尚、論文の中には複数のグループに所属するもの、すなわちグループ間で重複するものが含まれ

ている。また、この段階では各論文の内容のチェックはまだなされていない。

3　研究方法（テキストマイニング）について

3.1　テキストマイニング使用の背景と二つの方法の使い分け

　一般に、文献調査により研究の動向を把握する方法の1つとして、レビュアーが個々の研究を精

読し研究結果をまとめる記述的レビューが挙げられるが、この方法にはレビュアー自身の経験、興

味、主張等に主観的要因の影響を受ける傾向があるとの指摘がなされている。（雲財2022、ｐ225）

また、本研究においては英語で書かれた多数の論文を読むこととなり、これには膨大な時間を要す

ることから、記述的レビューは困難であった。このため、本研究ではテキストマイニングを積極的

に活用することとした。 

　具体的には、我が国でテキストマイニングのために広く使われるフリーソフトウェアとしては、

①「 ユ ー ザ ー ロ ー カ ル 」（https://textmining.userlocal.jp/） と、 ②「KH Coder3」（ 樋 口2019、

2020）が挙げられ、それぞれの特徴を勘案の上で、その利用方法が比較的容易である「ユーザーロー

カル」を対象論文の絞り込み（対象としてふさわしいものの選別）に使い、「KH Coder3」をその

内容の調査・分析に使用した。

3.2　本研究におけるテキストマイニング①（「ユーザーローカル」）

　入手した各論文の内容が本研究の目的に沿っていることを確認するために、個別に下記のステッ

プに沿って「ユーザーローカル」の「ワードクラウド」機能で各論文の内容のグラフィック表示を

行い、これに基づいてこれ以降の分析の対象としての可否を報告者が個別に検討・判断した。

（1）ダウンロードした論文の目視チェック（Step3）

　キーワードの中には多義語も含まれており、ダウンロードした論文の中に含まれているキーワー

ドが必ずしも報告者が意図していた会計学の文脈で使われているとは限らないことが浮上した。例

えば、グループAのキーワードは「ｓcrap」であったが、原価計算上の概念である「作業屑」とし

てではなく（例えば何かの制度が）「撤廃する・撤廃される」という文脈で使われているものであ

ることが判明した。このため、前処理として、ダウンロードした論文全てを対象として個別に目視

で明らかに不適切なものを排除した。

（2）「ユーザーローカル」に入力（Step ４）

　Sstep 3でダウンロードした各論文（PDF様式）をOCRソフトによりテキスト化し、ユーザーロー

カルに論文毎に入力した。図表５はグループBの一つ目の論文「UL-B01」の入力画面である。

図表4　選出論文数
Group A B C D E F G 合計

キーワード scrap SDG ISO
14001

ISO
9001

ISO
26000 TQM CSR

ESG
検索ヒット 37 50 30 20 20 34 26 217
論文DL数 34 50 30 20 20 34 26 214I I I I I I I I I I 
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（3）「ユーザーローカル」での出力とその内容の検討 （Step ５）

　ユーザーローカルでは複数の機能が利用可能であるが、本研究でのこの時点の目的はダウンロー

ドした論文の内容が後述のKHコーダーを使用したテキストマイニングの対象としてふさわしいか

どうかを判定することにあり、この観点からユーザーローカルの「ワードクラウド」の結果を論文

毎に表示させた。下記の図表6はグループBの最初の論文（「UL-B01」）についての出力結果である。

　上記の解析を論文毎に行い、研究目的の趣旨に沿うものを取捨選択した結果、グループBの32件、

グループCの22件、グループDの7件、グループEの13件、グループFの5件、グループGの12件、合

計91件の論文を選択し、これらが次のもう一つのテキストマイニングのツールであるKH Coderを

図表5　ユーザーローカルの入力操作画面

図表6　ワードクラウドの結果例（グループＢ）
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使った分析処理の対象となった。（図表7参照）

3.3 本研究におけるテキストマイニング② （KH Coder）

　分析対象となる論文が特定されたことから、これまで論文毎に行ってきた作業を今後は所属する

グループ毎に統合し収斂させようとしたところ、この作業はユーザーローカルでは困難なことが判

明した。すなわち、ユーザーローカルには、①分析に必要な処理作業がサービス提供者側のホスト・

コンピュータでなされるために、その利用者の側のIT機器の負担が軽く、②ホスト側で必要とす

る前処理がテキスト化だけで済む、という利点があるものの、その反面、③分析対象のテキストに

は最大1万文字の制限があり、例えば32 本の論文からなるGroup Bの論文を統合処理することが困

難であることが判明した。

　このため、これ以降のグループ単位での分析には、テキストマイニングのツールとして学術研究

にも広く利用されているKH Coderを用いて研究作業を継続することとした。なお、KH Coderに

はホスト・コンピュータは存在せず、全ての作業は研究者の手許のローカル・コンピュータ（PC）

を使うことになることから、相当程度高い技術仕様を持った端末が必要となる。

（1）KH Coderでの出力　（Step ６）

　まずは一つのグループに属する論文のそれぞれのテキストデータを連結させた大きなテキスト

ファイル（統合テキストファイル）をグループ毎に作成し、これをKH Coderの分析対象とした。

なお、KH Coderが解読できない記号・文字列がある場合には分析が開始できないため、統合テキ

ストファイルに戻り該当文字を手作業で削除する等の前処理を適宜施した。KH Coderでは複数の

形で分析結果の表示が可能であるが、本研究では「共起ネットワーク」の出力を採用し、下記図表

8～ 13の通りのグループ毎のアウトプットを得た。

図表7　各グループの論文DLおよびユーザーローカル・チェック後の採用数
グループ A B C D E F G 合計
SSRN検索
Key Word scrap SDG

ISO
14001

ISO
9001

ISO
26000

TQM CSR
ESG  

ULチェック後 0 32 22 7 13 5 12 91I I I I I I I I I I 
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図表8　共起ネットワーク（グループＢ）

図表9　共起ネットワーク（グループＣ）
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図表10　共起ネットワーク（グループＤ）

図表11　共起ネットワーク（グループＥ）
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図表12　共起ネットワーク（グループＦ）

図表13　共起ネットワーク（グループＧ）

Subg『●ph:

□01 □06 
［コ 02 □07
口03 □08 
“D09  

■os ■10 

16 

1

0

0

2

0

0

3

0

0

4

0

0

 

i

o
o
o
o
 

i
 

全

pr 

Subgr●ph: 

□01 □07 
□02 ［コ 08
□03 □09 
“■10 
05 □11 
□06 
F『●quancy:

3

0

0

6

0

0

9

0

0

 

0
0
0
 



― 80 ―

個人研究「原価計算における仕損、減損、作業屑および副産物の取扱いに関する研究（SDGs 目標 12 に関連して）」

（2）KH Coderの出力結果の加工　（Step 7）

　上記の共起ネットワークの他に、KH Corderでは抽出語リストを品詞毎に分けて作成可能であり、

この中から名詞および形容詞を調べた。（論文の中には例えば「～である」のいわゆる「be動詞」

が多数含まれるが、これらは本研究の調査目的での重要度は低い。他方、頻出する名詞と形容詞は

本研究の目的に沿う研究テーマを示唆するものが頻繁に登場するためである。）

　例えば、下記の図表14は、図表8「共起ネットワーク（グループB）」に呼応する抽出語リストで

あり、一般的なビジネス用語を無視した上で、「sustainability」「disclosure」等をこのグループのテー

マを示唆する最頻出語であることが示された。

　上記のグループ毎の抽出語リストを踏まえた上で、そのグループを構成する論文が相対的に示し

ているテーマを象徴すると思われる用語の組み合わせを見つけ、それらからなる小グループを赤い

丸で囲む形で示した（以下「赤丸作業」と呼ぶ）。

　下記の図表15はグループBの例である。この赤丸作業により、共起ネットワークで示されている

多数のつながりの中で、特にそのグループに特徴的な語句の組み合わせや特有のテーマを示すこと

ができ有益であった。

図表14　グループBの抽出語リスト

G M 
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（3）アウトプットの分析・再構成（カラーコーディング）（Step 8）

上記のStep 1から7のプロセスをまとめたものが下記の図表16である。

　当初、グループ組成のために使用した論文検索キーワードとは異なるが、KH Coderのアウトプッ

トとして得られた各グループの最頻出語の上位５語を色分け表示すると、グループに共通するキー

ワードが存在することが明らかとなった。例えば「disclosure」という用語はグループB、グルー

図表15　グループBの共起ネットワークとテーマの選定（赤丸作業）

図表16　カラーコーディングのプロセス
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プC、グループE、グループGにおいても最頻出語として登場している。続いて、グループ毎の赤

丸作業にて「disclosure」と「reporting」の間には関連があることが見出されていたことから、両

者に同じ色を付すことにより、KJ法的なアプローチにて近接したものを視覚的に一体化してとら

えることができた（以下「カラーコーディング」と呼ぶ）。

　さらに、各グループの共起ネットワーク図の記載内容を吟味し、赤丸が付された概念・論点を中

心にして、そのグループを構成する論文の中でそのグループに特徴的に取り上げられていた論点・

テーマを、当初のキーワードと最頻出語上位５位の語句からもその内容を示唆するものを加えて再

構成し、これらに上記と同一の色でのカラーコーディングを施した。

Ⅳ．分析結果・考察
　上記のカラーコーディング・プロセスはグループ毎の縦割りでなされていたが、これをグループ

をまたがり横断的に整理し、全体的な「テーマ」を導き、それらを特徴づける新たなキーワードと

各テーマの概要を付したものが以下の図表17である。（この過程において筆者の主観が一定程度影

響を及ぼしたことは筆者も認めるところである。）以下、各テーマの概要について述べる。

　テーマAは、SDGsに関する「総論」であり、気候・環境問題、企業の社会的責任（CSR）、サス

テナビリティ（SDGs）、非財務応報開示（NFRD）等、一連の概念とそれが要求するものについて

の研究者の見解からなる。その内容は他のテーマと相互排他的ではなく、かなりの重複が見られる

ことから、「総論」という位置づけがふさわしいと思料する。

　テーマBは、GRIに関係するテーマであり、GRIは「持続可能性報告の質、厳密性、利便性を財

務報告書レベルにまで向上させることを目的として1997年にCERESと国連環境計画（UNEP）と

の共同事業として発足した組織である。（中略）GRIガイドラインの特徴は、経済・環境・社会の

３つの柱から構成されていることである」（山上・向山・國部 2005）とされている。

　テーマCは、生産過程の品質管理、ムダ・ムラ・ムリの把握と極小化とまとめたが、具体的には

テーマ  A  B  C  D  E  
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キーワード  
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等の一般論  

1 9 9 7 年設立

の G R I が提唱
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性報告 ・ 開示

ガイ ド ラ イン  
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価 ・査定 , 報
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図表17　研究目的の成果・テーマ一覧
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品質管理、国際標準化機構（ISO）により発表されている関連規格（例えば、組織の社会的責任に

関するISO26000）、加えて（今回の検索作業においてはヒットが少なかったが）当初の研究目的に

記載されていた「仕損、減損、作業屑および副産物」を含む。

　テーマDは、主としてSCRの観点から見た企業内の様々な組織単位・セクション、管理職・中間

管理職・一般職の間の利害調整と報酬水準決定メカニズムに関するものである。

　テーマEは、想定していなかった事態が発生した際にどうすれば的確かつ柔軟に組織として対応

できるかという企業内の組織論的な考察である。

　尚、上掲の「テーマを特徴づけるキーワード」は本研究のStep １から７の間の作業で利用した

SSRN検索キーワードをベースとして、それらをテーマ毎に整理統合したものである。すなわち、

第二研究での作業を実行するには実務の観点からそこで使用するキーワード数を絞り込む必要が

あったことから、かかる整理統合をしたものである。また、上掲の「テーマの概要」は本研究の結

果報告の便宜のために付したものであり、その説明文言自体は次の第二報告の作業では利用してい

ない。

　最後に、上記のテーマAからEの産出の過程において感じた筆者の気づきを述べたい。筆者は伝

統的な原価計算の領域で研究・教育活動に携わってきており、そこでは原価計算の主な目的は製品

の生産にかかった正確な原価を把握することであり、仕損、廃棄物、副産物等は、良品の原価計算

の調整項目に過ぎないとされていた。その中で筆者は、従来の原価計算・管理会計学の枠組みの中

に留まりながらも、それらを正確に把握する手法の理論的展開を研究してきたが、このような研究

は当時の伝統的領域では少数派であった。その後、環境問題の重要性が叫ばれるようになり、「環

境会計」と呼ばれる領域が会計学において盛んとなった。その中でも特に、生産過程において生じ

る様々な物質の把握を物理的な立場から捉える「マテリアルフローコスト会計」のアプローチは筆

者の視点と重なるものであった。

　他方、環境会計の研究者・実務家からは、「伝統的原価計算とマテリアルフローコスト会計では、

企業経営において重視する側面が異なるのである。（中略）したがって、２つのコスト計算手法は

どちらかがどちらかにとって代わるものではなく、資源生産性の向上や廃棄物管理の重要性が増加

している今日の生産環境では、両者を相補的に活用することが望まれる」（中嶌、國部 2008）とい

うものから、「原価計算の仕組みが判断を誤らせる」「MFCAは原価計算の弱点をカバーするだけ

ではなく、具体的なコストダウン活動に道筋をつけるツールである」（安城・下垣 2011）と様々な

主張がなされた。だが、折しもABC概念が導入されたこともあり、伝統的な原価計算の世界にお

いても、少なくとも理論的には生産工程の細緻化が考えられるようになったことから、マテリアル

フローコスト会計の伝統的な原価計算領域の中への導入、あるいは両者の融合には至っていないと

思われる。

　尚、環境会計の領域では、環境汚染・保護のような社会（マクロ）の負債・費用を個別の企業（ミ

クロ）の会計にどの程度、どのような形で取り込み、個別企業にて内在化させるかについての様々

な理論の発展と実務における試みが現在も続けられており、「個別的観点と社会的観点の統合は、
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環境会計の永遠のテーマである」とされている。（山上、向山、國部 2005）

　具体的には、①既存の財務会計の枠内で認識可能なものは貸借対照表・損益計算書の中に数値と

して取り込み、②それが困難なものについては財務諸表の注記として記載し、③その注記記載が不

都合、不適切な場合には財務諸表とは離れた環境報告書にて把握する、という流れである。さらに

は、社会が重要視する対象が環境問題に留まらない企業の社会的責任となり（学術的・実務的な唯

一の定義はいまだ見られないものの）「CSR会計」が提唱されるようになった。また昨今では数値

化がほぼ不可能と思われる人権擁護までを含めた広範なSDGsの立場に立った非財務情報の開示・

統合報告が求められるようになってきている。（柴田、梨岡 2014、植田 2023）

　このように会計学を取り巻く環境にはこの20年間で大幅な変化があり、今も我々はその渦中にあ

り、研究領域を細分化して各分野の専門家が先端理論を一層展開して奥を深めるという従来の縦割

りのアプローチでは世の中の広範な流れに対応するのは困難なのかもしれない。

　他方、我が国の伝統的な原価計算の教育は1962年制定の「原価計算基準」に沿ってなされており、

しかもこの基準は63年間改訂がなされていない（Koizumi 2021）。となるとSDGsが原価計算領域に

与える影響を模索するに際して、単に日本の過去を振り返るだけでは将来に向けた展望の手がかり

を得られないのではという危惧を持つ。また、「研究」と「実務」と「教育」とが対象とする問題

は相互に関連し影響し合っているとされ（植田 2023）、筆者も全く同感である。そしてその教育の

対象となる学生には近い将来の実務家が含まれているのであり、教育の現場で教授される内容には、

基盤となる伝統的知識のみならず、将来への方向性を思い切って示唆、提示することが望まれると

思料する。この点を踏まえて、次の第二研究に進む次第である。

Ⅴ．おわりに
　当初の研究計画では、SDGsの目標12における達成目標を会計学（原価計算）の観点から改めて

吟味し、仕損、減損、作業屑および副産物の取り扱いに関するものを絞り込むことが目的であった。

しかし、研究が進むにつれ、SDGs、ISO14001、ISO9001、ISO26000、TQM、CSR、ESGの取り扱

いに関するキーワードも加えて吟味することにより、SDGs関連領域で海外の会計学者間で近年重

要視されているアカデミックなテーマを発見する手法を開発することができた。

　また、そのプロセスにおいては単に論文のタイトルのみを分析したのではなく、各論文の中で言

及されていた全ての内容を反映した分析となっており、一部の先行研究で指摘されていた課題に対

応している（雲財 2022）。

　さらに、SDGsに関する課題・論点の研究は日進月歩で進んでおり、本研究で示したステップを

再度踏むことで、前回以降の外部環境の変化に伴うアップデートが可能となろう。この点において、

本研究で提示した調査手法は会計学領域に限定されるものではなく、他領域でも適切な論文データ

ベースをソースとして諸外国で積極的に論じられているテーマを追跡可能な形で探求することも可

能である。

　今後の課題として、本研究を終了した2022年度末以降に生成型AIツール（例：ChatGPT）が日
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本でも広く利用可能となり、本研究で使用したテキストマイニングの代替手段あるいはそれを超え

るツールとなる可能性がある。これらは今後の研究において重要な焦点となるであろう。
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Treatment of the SDGs in the Field of  
Cost Accounting and Management Accounting

- Examination of the academic literatures published in SSRN using Text-Mining -

Yuka KOIZUMI

      This paper explores recent trends on SDGs in Cost and Management Accounting by 

reviewing academic papers from the SSRN database using text-mining methods.

      Five key areas were discovered: (A) Broad discussions on climate risk, environmental 

sustainability, and corporate social responsibility, (B) GRI’s sustainability reporting and disclosure 

guidelines, (C) Quality control in manufacturing processes and reduction of inefficiency, 

inconsistency and overburdens, (D) Corporate management and social ethics in connection with 

evaluation and compensation of executives and employees, and (E) The role of internal corporate 

organizational theory in advancing SDGs.

    The approach outlined can be adapted and applied to other fields of study.

Keywords: Cost Accounting, Management Accounting, SDGs, Text-Mining




